
 

  

令和２～３年度袋井市歴史文化館企画展「中遠の古刹 真言宗西楽寺」は、袋井市春岡に位置する真言宗

の古刹、安養山西楽寺に残された、4000 点余りの古文書から地域の歴史を紐解く、全４回のシリーズです。 

歴史文化館で展示したのち、土曜・日曜にもご覧いただけるよう、一部内容を変え、郷土資料館でリニュー

アルオープンをしました。 

本冊子は、郷土資料館の展示解説を再編したものです。歴史文化館の展示が終了した後、新たに発見され

た史料により、様々な知見が得られました。新出史料に未紹介史料を加え、より深められた歴史を御紹介し

ます。今回のテーマは、①「近世西楽寺の成立時期に関する史料」と、②「その史料を、いかにして今日まで

伝えてきたか」です。 

【本冊子はホームページ版のみです。印刷したものはありません】 
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『中遠の古刹 真言宗西楽寺 補遺 西楽寺の寛永十五年』 



 

  

 

寛
永
十
五
年 

 

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
は
、
西
楽
寺
に
と
っ
て
重
要

な
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
に
、
近
世
西
楽
寺
の
本
末
関

係
（
新
義
真
言
宗
の
寺
院
と
し
て
支
配
を
受
け
る
。
醍
醐
寺

を
本
寺
と
し
て
法
流
を
受
け
る
）
が
決
定
し
た
か
ら
で
す
。 

 

関
係
史
料
の
一
部
は
、
「
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺

Ⅰ 

縁
起
と
系
譜
」（
参
考
文
献
５
参
照
）
で
も
御
紹
介
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
見
つ
か
っ
た
史
料
を
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
詳
し
い
経
緯
を
御
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
義
真
言
宗
は
、
平
安
末
に
登
場
し
た
覚
鑁
を
祖
と
し
て
、

根
来
寺
を
拠
点
に
、
鎌
倉
時
代
の
頼
瑜
・
聖
憲
を
経
て
成
立

し
ま
し
た
。
中
世
、
根
来
寺
は
隆
盛
し
た
の
で
す
が
、
強
大

な
武
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
災
い
し
、
豊
臣
秀
吉
に
攻
略

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

秀
吉
の
攻
撃
を
逃
れ
た
専
誉
と
玄
宥
に
よ
っ
て
、
江
戸
時

代
初
頭
に
新
義
真
言
宗
は
蘇
り
ま
し
た
が
、
組
織
は
全
て
失

わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
新
義
真
言
宗
は
、
す
べ
て
の

寺
院
を
組
織
化
し
、
把
握
し
た
か
っ
た
幕
府
と
思
惑
の
一
致

を
見
、
近
世
初
期
、
寛
永
の
頃
に
、
江
戸
を
中
心
と
し
た
関 

東
新
義
真
言
宗
を
組
織
化
。
そ
の
後
、
延
宝
の
本
末
改
で
、

全
国
的
に
本
末
関
係
を
組
織
化
し
ま
し
た
（
参
考
文
献
１
、

p
p

.8
9

9
-9

0
0

,9
0
7

-9
0
8

,1
0

0
0
-1

0
0

8

）。 

 

と
す
る
と
、
寛
永
十
五
年
に
本
末
関
係
が
決
定
し
た
西
楽

寺
は
、
早
い
時
期
に
組
織
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
関

東
新
義
真
言
宗
と
同
時
期
で
す
。 

 

早
い
時
期
に
組
織
化
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、〔
弘
西
入

道
ら
連
署
書
状
〕
（
西
楽
寺
文
書
近
世
九
八
九
）
、
卯
年
（
一

六
三
九
か
）
八
月
三
日
「
覚
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
三
三
八
四
）

な
ど
の
一
連
の
史
料
を
見
る
と
、
当
時
ま
だ
一
山
内
に
様
々

な
経
歴
を
持
つ
僧
侶
が
い
た
西
楽
寺
一
山
の
中
で
、
古
義
か

新
義
か
相
論
が
起
き
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
史
料
に
細
か
な

年
月
日
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
経
緯
が
追
い
に
く
い

の
で
、
ま
だ
詳
細
は
不
明
で
す
。 

 

寛
永
十
五
年
の
本
末
関
係
決
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 

本
末
関
係
が
決
定
し
た
後
、
西
楽
寺
住
持
の
尊
堯
（
宥
真
）

は
す
ぐ
に
法
流
授
与
に
向
か
っ
た
よ
う
で
、
寛
永
十
五
年
十

月
二
日
付
け
〔
僧
正
寛
済
書
状
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
三
三
四

六
）
に
は
、「
西
楽
寺
住
持
尊
堯
が
上
洛
し
た
時
に
新
調
し
た

秘
密
道
具
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 
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寛
永
十
五
年
の
本
末
関
係
決
定 

近
世
西
楽
寺
の
成
立 

【
重
要
参
考
史
料
】
※
次
ペ
ー
ジ
の
表
に
掲
載
し
た
も
の
は
除
く 

１
、〔
弘
西
入
道
ら
連
署
書
状
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
九
八
九
） 

２
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
十
月
二
日
〔
僧
正
寛
済
書
状
〕（
西
楽

寺
文
書
近
世
三
三
四
六
） 

３
、
卯
年
（
一
六
三
九
か
）
八
月
三
日
「
覚
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
三
三

八
四
） 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一

九
六
四
年
）。 

２
、
朴
澤
直
秀
「
近
世
の
仏
教
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史 

第
11
巻 

近

世
２
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
。 

３
、
林
淳
「
修
験
道
研
究
の
前
夜
」（
時
枝
務
・
長
谷
川
賢
二
・
林
淳
編

『
修
験
道
史
入
門
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
五
年
）。 

４
、
永
村
眞
『
中
世
醍
醐
寺
の
仏
法
と
院
家
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二

〇
年
）。 

※
特
に
「
醍
醐
寺
報
恩
院
と
根
来
中
性
院
」（
初
出
二
〇
〇
二
年
）
、「
中

世
醍
醐
寺
と
根
来
寺
」（
初
出
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照 

５
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
『
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅰ 

縁

起
と
系
譜
』（
二
〇
二
一
年
） 
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〔高
野
山
釈
迦
文
院
・遠
州
西
楽
寺
本
末
出
入
之
儀
〕 

（西
楽
寺
文
書
近
世
八
〇
六
） 

 

（
上
書
） 

「
智
積
院
僧
正
様 

 
 
 
 
 
 

御
座
下
」 

 

猶
以
西
楽
寺
事
、
数
代
新
義
之
僧
今
住
持
之
条
、
已
往
迚
茂

相
替
儀
有
レ

之
間
敷
候
。
以
上
。 

今
般
高
野
山
釈
迦
文
院
・
遠
州
西
楽
寺
本
末
出
入
之
儀
、 

権
現
様
如
二

元
和
元
年
之
御
朱
印
一

、
真
言
宗
之
本
末
者
、 

以
二

法
流
一

相
続
相
分
之
旨
、
貴
院
尊
老
被
レ

仰
分
、
御
奉
行
衆

雖
レ

被
二

聞
召
一

、
以
二

我
〻
両
人
御
奉
行
衆
一

奉
レ

得
二

内
意
一

、

高
野
・
根
来
両
山
為
以
来
、
昭
近
今
存
糺
二

自
門
之
濫
觴
一

、

西
楽
寺
、
醍
醐
寺
之
末
寺
ニ

付
、
置
分
ニ

噯
今
申
事
御
座
候
。

仍
為
二

後
鑑
一

捧
二

急
簡
一

候
。
恐
惶
謹
言
。 

 
 
 
 
 

大
山 

戊
寅 

 
 
 
 

八
大
坊 

 

五
月
十
七
日 

 

賢
隆
（
花
押
） 

 
 
 
 
 

筑
波 

 
 
 
 
 
 

知
足
院 

 
 
 
 
 
 
 
 

栄
増
（
花
押
） 

月　日 内容 史料（史料番号） 差出人 宛先 裏書

5月17日 ①高野山釈迦文院と西楽寺の本末関係に関する混

　乱について、西楽寺はここ数代は新義の僧侶が

　住職を勤めていて、替わることはありえない。

②西楽寺の歴史を調べたところ、西楽寺は醍醐寺

　の末寺ということだ。

〔高野山釈迦文院・遠

州西楽寺本末出入之

儀〕（西楽寺文書近世

806）

大山八大坊　賢隆

筑波知足院　栄増

智積院僧正

（その後、智積院から

西楽寺に渡されたらし

い）

―

5月25日 ①遠州西楽寺の本末関係について、智積院と釈迦

　文院との間で相論があった。

②筑波知足院と大山八大坊の扱い（仲立ち）に

　よって相論は決着した。

③西楽寺の「古キ勧進帳」（「勧進記」のこと

　か）に、「為醍醐末寺」とあったことから、

　西楽寺の学頭は醍醐の法流を相伝することと

　し、醍醐寺を本寺とすることに決まった。

〔西楽寺本末之儀〕

（西楽寺文書近世

799、西楽寺文書近世

802）

大　坊　宥実

岸之坊　宥快

梅本坊　宥戒

多宝寺　宥吽

願成寺　宥　〔ママ〕

（福智坊は不参）

筑波知足院

大山八大坊

大山八大坊　賢隆

筑波知足院　栄増

8月25日 ①遠州西楽寺の本末関係について、智積院と釈迦

　文院との間で相論があった。

②筑波知足院と大山八大坊の扱い（仲立ち）に

　よって相論は決着した。

③西楽寺の「古キ勧進帳」（「勧進記」のこと

　か）に、「為醍醐之末寺」とあった。

④そこで、醍醐の法流を相伝し、醍醐寺を本寺と

　したい。

⑤他の法流や寺法を受けることはしない。

「新古義取障済口証

文」（西楽寺文書近世

988）

遠州西楽寺学頭　宥真 筑波知足院

大山八大坊

大山八大坊　賢隆

筑波知足院　栄増

願成寺

多法寺

梅本坊

岸　坊

福智坊

大　坊

林徳寺

松本坊

9月13日 ①西楽寺が醍醐報恩院の末寺となることを約諾

　した。

②そのため、報恩院の法流を残さず授与する。

〔報恩院僧正寛済書

状〕（西楽寺文書近世

800）

報恩院僧正　寛済 西楽寺学頭房 ―

9月13日 ①今度、遠州西楽寺のこと（醍醐報恩院の末寺

　となること）は、委細承知した。

②西楽寺は当流（報恩流）を懇望しているとい

　うことで、当院（報恩院）の末寺として末寺

　帳に載せ、法流を残すところなく授与する。

〔報恩院僧正寛済書

状〕（809）

報恩院僧正　寛済 知足院法印 ―

9月13日 ①西楽寺について、智積院と釈迦文院とで「新

　議・古議之穿鑿」があった。

②この「新議・古議之穿鑿」が、江戸の寺社奉行

　の知る所となった。

③西楽寺は新義の寺だと届け出をして落着した。

④西楽寺は、古来国本に本寺がなく、また、法流

　の手筋もなかった。

⑤そこで、この度智積院僧正と筑波知足院の紹介

　により、醍醐報恩院の末寺に加えてもらい、法

　流を相承した。

「報恩院末成候書下」

（西楽寺文書近世

801）

西楽寺 行樹院 醍醐報恩院殿内 善鑁 実

秀

寛永15年（1638） 西楽寺本末関係決定の経緯



 

  

古
文
書
に
引
用
さ
れ
た
古
文
書 

 

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
五
月
二
十
五
日
〔
西
楽
寺
本

末
之
儀
〕
（
西
楽
寺
文
書
近
世
七
九
九
）
に
は
、
「
就
其
西
楽

寺
古
キ

勧
進
帳
ニ

為
二

醍
醐
末
寺
一

由
緒
有
レ

之
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

西
楽
寺
の
古
い
勧
進
帳
に
、「
醍
醐
寺
の
末
寺
」
と
書
い
て

あ
っ
た
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

本
冊
子
二
ペ
ー
ジ
に
翻
刻
を
載
せ
た
〔
高
野
山
釈
迦
文
院
・

遠
州
西
楽
寺
本
末
出
入
之
儀
〕
に
も
「
糺
二

自
門
之
濫
觴
一

、

西
楽
寺
、
醍
醐
寺
之
末
寺
ニ

付
、」
と
あ
り
、
賢
隆
と
栄
増
が

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
の
歴
史
（
史
料
に
は
「
濫
觴
」
と
あ
る
）
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
西
楽
寺
は
醍
醐
寺
の
末
寺
だ
っ
た
、
と
の
こ

と
で
す
。 

 

現
在
の
我
々
が
、
様
々
な
史
料
を
調
べ
て
歴
史
的
事
実
を

突
き
止
め
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
人
々
も
、
様
々
な
史
料 

か
ら
過
去
の
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。 

 

〔
西
楽
寺
本
末
之
儀
〕
に
あ
る
「
西
楽
寺
古
キ

勧
進
帳
」
と

は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）「
西
楽
寺
勧
進
記
」
の
こ
と
で

し
ょ
う
（
西
楽
寺
文
書
中
世
八
、
参
考
文
献
１
、
三
〇
三
ペ

ー
ジ
に
、
一
部
読
み
間
違
い
が
あ
る
も
の
の
翻
刻
あ
り
）。「
西

楽
寺
勧
進
記
」
に
は
西
楽
寺
は
、
源
顕
房
の
頃
に
真
言
宗
と

な
り
「
醍
醐
之
末
寺
」
と
な
っ
た
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
（
左

上
写
真
）。 

 
こ
の
よ
う
に
、
後
世
根
拠
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
る
よ
う

な
史
料
は
、
重
要
な
史
料
と
し
て
、
大
切
に
保
管
さ
れ
ま
す
。 

 

今
日
残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
な
ど
は
、
こ
う
し
た
、
過
去

の
人
々
が
大
事
に
保
管
し
て
き
た
史
料
が
、
災
害
な
ど
を
乗

り
越
え
て
、
奇
跡
的
に
残
さ
れ
た
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

尊
昭
の
頃
の
古
文
書
調
査
目
録 

  

西
楽
寺
文
書
に
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
書
か
れ
た

「
覚
」
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。（
西
楽
寺
文
書
近
世
八
八

六
、
次
ペ
ー
ジ
に
翻
刻
）。 

 

読
ん
で
み
る
と
、
か
な
り
大
雑
把
な
古
文
書
目
録
と
い
う 
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古
文
書
が
参
照
し
て
い
る
古
文
書 

西
楽
寺
八
世
住
職
尊
昭
が
読
ん
だ
史
料 

か
、
メ
モ
書
き
な
の
で
す
が
、
と
て
も
興
味
深
い
史
料
で
す
。 

報
恩
院
寛
済
の
書
状
が
主
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
中
に
「
一
、
同
（
寛
済
／
引
用
者
注
）
御
状 

二
通
」
と

あ
っ
て
、
そ
の
但
し
書
き
と
し
て
「
但
、
本
末
約
諾
状
・
知
足

院
ヘ

之
状
壱
通
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

「
約
諾
」
と
い
う
文
言
、
知
足
院
宛
の
寛
済
書
状
…
…
。
な

に
か
覚
え
が
あ
り
ま
す
ね
。 

そ
う
、
前
ペ
ー
ジ
の
表
に
あ
る
、
寛
済
書
状
（
西
楽
寺
文

書
近
世
八
〇
〇
、
八
〇
九
）
で
す
。 

表
題
が
無
か
っ
た
の
で
、
私
は
仮
に
〔
報
恩
院
寛
済
書
状
〕

と
味
気
な
い
名
称
で
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
西
楽
寺
文
書
近

世
八
〇
〇
号
文
書
は
「
本
末
約
諾
状
」、
同
八
〇
九
号
文
書
は

「
知
足
院
ヘ
之
状
」
と
呼
ん
だ
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
史
料
名
か
ら
内
容
が
分
か
り
や
す
く
、
江
戸
時
代
人
が

そ
う
呼
ん
で
い
た
こ
と
も
確
か
で
す
か
ら
。 

で
は
、
な
ぜ
こ
の
目
録
が
重
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
ま
さ
し
く
宝
永
元
年
の
六
月
に
、
当
時
の
西
楽
寺
住
職

尊
昭
が
、
重
要
史
料
で
報
恩
院
寛
済
の
史
料
を
参
照
し
て
い

る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
か
ら
で
す
。 

そ
の
史
料
の
名
は
『
新
可
結
衆
牒
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一

〇
）。
本
冊
子
五
、
六
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。 

「西楽寺勧進記」 

赤字「醍醐之末寺」 
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【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、「
西
楽
寺
勧
進
記
」（
西
楽
寺
文
書
中
世
八
） 

２
、〔
西
楽
寺
本
末
之
儀
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
七
九
九
） 

３
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）「
覚
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
八
八
六
） 

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）「
覚
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
八
八
六
） 

 

入
日
記 

 
 
 
 
 

覚 

一
、
寛
済
僧
正
御
掟
状
壱
通 

一
、
同
仰
状 

 

真
跡 

壱
通 

一
、
同
印
可
目
録 

 
 

壱
通 

一
、
同 
御
状 

 
 
 

二
通 

 
 
 

但
、
本
末
約
諾
状
・
知
足
院
ヘ

之
状
壱
通
。 

 

一
、
江
戸
四
ヶ
寺
御
連
状 

三
通 

 
 

但
、
願
成
寺
放
返
・
油
山
寺
本
末
落
着
并 

油
山
寺
承
知
学
頭
支
配
定
状
、
已
上
三
。 

外
ニ 

 
 
 

梅
本
坊
永
代
調
堂
金
証
文
入 

 
 
 

与
三
郎
証
文
入 

 
 
 

多
宝
寺
不
動
免
証
文
入 

 
 
 

五
兵
衛
証
文
入 

 
 
 

宝
永
元
申
年 

（
一
七
〇
四
） 

宝永元年（1704）「覚」（西楽寺文書近世 886） 

【
参
考
文
献
】 

１
、
袋
井
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
袋
井
市
史 

史
料
編
一 

古
代
中
世
』

（
袋
井
市
、
一
九
八
一
年
）。 

２
、
袋
井
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
袋
井
市
史 

史
料
編
二 

近
世
』（
袋

井
市
、
一
九
八
二
年
）。 

３
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
『
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅰ 

縁

起
と
系
譜
』（
二
〇
二
一
年
） 

上写真： 

「本末約諾状」（西楽寺文書近世 800） 

下写真： 

「知足院ヘ之状」（西楽寺文書近世809） 
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『
新
可
結
衆
牒
』 

尊
昭
が
描
い
た
近
世
西
楽
寺
の
成
立 

『新
可
結
衆
牒
』 

 

『
新
可
結
衆
牒
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
〇
）
は
、
宝
永
元

年
（
一
七
〇
四
）
林
鐘
（
陰
暦
六
月
）
に
、
西
楽
寺
八
世
住
職

の
尊
昭
が
作
成
し
た
、
新
た
に
印
可
さ
れ
た
人
の
名
簿
で
す
。 

名
簿
は
西
楽
寺
十
三
世
住
職
元
宜
の
頃
ま
で
書
き
継
が
れ

た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
後
忘
れ
ら
れ
、
西
楽
寺
十
九
世
宥
盛

が
再
発
見
し
た
よ
う
で
す
。
名
簿
の
末
尾
に
、
異
筆
で
、
宥

盛
が
自
分
の
名
前
を
記
し
て
い
ま
す
。 

 

竪
帳
（
い
わ
ゆ
る
和
綴
じ
の
ノ
ー
ト
）
で
、
縦
312

mm×

横

227

mm×

厚
６
mm
。
大
き
な
史
料
で
す
。 

 

尊
昭
に
よ
る
序
文
「
新
可
結
衆
牒
序
」
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
、
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
、
近
世
西
楽

寺
の
成
立
期
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
大
衆
」
（
こ
こ
で
は
僧
侶
の
こ
と
）
の

位
次
（
序
列
や
席
次
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
席
次
の
意
）
が
よ

く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
儀
式
の
時
に

席
次
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
名
簿
を
作
っ
た

の
だ
と
い
い
ま
す
。 

 

そ
の
記
述
に
続
い
て
、「
安
養
山
西
楽
寺
之
興
起
」
が
記
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
尊
堯
（
＝
宥
真
）
が
住
職
の
時
に
、
法
流 

が
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
醍
醐
の
報
恩
院
寛
済
に
「
本

末
之
因
」
を
結
ん
で
も
ら
っ
た
、
と
言
い
ま
す
。 

先
に
紹
介
し
た
、
宝
永
元
年
「
覚
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
八

八
六
）
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
宝
永
元
年
に
、
尊
昭
は
、
近

世
西
楽
寺
の
成
立
期
を
描
く
た
め
に
、
西
楽
寺
に
残
さ
れ
た

古
文
書
を
調
査
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

序
文
に
は
ま
た
以
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

…
…
特
去
元
禄
第
九
庚
申
春
、
武
陽
四
員
之
内
真
福
性

遍
和
尚
招
二

于
当
院
宥
弁
法
印
・
鎌
田
山
金
剛
院
尊
祐
法

印
一

而
、
使
三

二
箇
精
舎
定
二

於
遠
州
一
派
常
法
談
所
一

。

爾
来
勧
二

誡
於
両
山
衆
徒
一

曁
二

門
下
末
流
一

。
列
二

会
二

九
所
化
一

而
、
夏
冬
鳴
二

不
易
論
皷
一

…
… 

 

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
春
、
江
戸
四
ヶ
寺
真
福
寺
に
、
西

楽
寺
七
世
住
職
宥
弁
と
、
鎌
田
山
金
剛
院
の
尊
祐
が
呼
び
出

さ
れ
、
こ
の
二
箇
寺
を
「
遠
州
一
派
常
法
談
所
」
と
し
た
の

だ
と
い
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
西
楽
寺
と
金
剛
院
の
重
要
性
が
増
し
た
こ

と
で
、
儀
式
が
増
え
、
席
次
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
が
増

し
、
『
新
可
結
衆
牒
』
を
作
成
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

『当
山
諸
由
緒
扣
』所
収
の
「結
衆
帳
序
」 

 

西
楽
寺
展
で
度
々
紹
介
し
て
い
る
、『
当
山
諸
由
緒
書
扣
』

（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
）
は
、
二
冊
の
竪
帳
と
一
通
の
文

書
が
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
二
冊
目
の
竪
帳
の
冒
頭
に

は
、「
結
衆
帳
序
」
と
い
う
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

次
ペ
ー
ジ
に
翻
刻
を
載
せ
ま
し
た
が
、「
結
衆
帳
序
」
と
「
新

可
結
衆
牒
序
」
は
、
異
同
は
多
い
の
で
す
が
、
同
じ
も
の
の

よ
う
で
す
。 

 

細
か
く
読
ん
で
分
析
し
て
み
た
と
こ
ろ
、「
結
衆
帳
序
」
は
、

「
新
可
結
衆
牒
序
」
を
書
く
た
め
の
下
書
き
ら
し
く
、
尊
昭

自
身
に
よ
る
推
敲
の
よ
う
で
す
。 

 

「
結
衆
帳
序
」
を
き
っ
か
け
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、『
当
山

諸
由
緒
扣
』
の
二
冊
目
の
竪
帳
は
、
尊
昭
の
筆
に
よ
る
ノ
ー

ト
ら
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、『
新
可
結
衆
牒
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
〇
） 

２
、『
当
山
諸
由
緒
扣
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
） 

『新可結衆牒』末尾 

宥盛が自分の名前を 

書き足している。 
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「新
可
結
衆
牒
序
」（『新
可
結
衆
牒
』よ
り
） 

 

新
可
結
衆
牒
序 

夫
新
可
結
衆
之
旨
趣
者
、
正
二

於
大
衆
之
名
実
一

書
二

於
位
次

之
星
霜
一

而
、
以
為
令
レ

無
二

列
席
謬
誤
一

之
所
存
也
。
伏
惟
安

養
山
西
楽
寺
之
興
起
者
、
往
昔
行
基
薩
埵
之
創
業
。
誰
敢
不
二

俯
仰
一

矣
。
中
古
変
二

法
相
一

而
改
二

密
場
一

、
最
為
二

新
義
談 

林
一

。
繁
華
雖
レ

異
レ

他
、
痛
哉
、
数
歳
遭
二

兵
乱
一

而
租
風 

逮
二

頽
敗
一

。
纔
事
僧
挑
二

於
法
灯
之
函
一

、
或
看
守
漸
住
レ

山

而
、
前
代
之
法
脉
尽
二

糾
紛
一

焉
。
雖
レ

然
天
運
循
環
無
二

往 

不
一
レ

復
二

当
家
宗
廟
一

、 

東
照
宮
神
武
之
徳
隆
盛
、
治
教
休
明
。
於
レ

是
神
社
仏
閣
如
二

旧
例
一

輝
二

威
光
一

。
吾
山
有
二 

台
命
一

而
寺
務
料
米
山
林
等
任
二

先
蹤
一

免
二

許
之
一

。
于
レ

時

住
僧
宥
宝
阿
闍
梨
中
興
之
祖
師
也
。
亦
到
二

于
尊
尭
法
印
之 

代
一

、
歎
二

於
法
流
駁
雑
一

、
再
改
而
思
相
続
速
飛
二

錫
於
洛
東

醍
醐
里
一

、
請
二

于
報
恩
院
寛
済
僧
正
一

而
、
従
締
二

於
本
末
之

因
一

。
永
以
紹
隆
之
凝
二

於
天
下
泰
平
国
家
安
鎮
之
丹
誠
一

矣
。

特
去
元
禄
第
九
庚
申
春
、
武
陽
四
員
之
内
真
福
性
遍
和
尚 

招
二

于
当
院
宥
弁
法
印
・
鎌
田
山
金
剛
院
尊
祐
法
印
一

而
、 

使
三

二
箇
精
舎
定
二

於
遠
州
一
派
常
法
談
所
一

。
爾
来
勧
二

誡
於

両
山
衆
徒
一

曁
二

門
下
末
流
一

。
列
二

会
二
九
所
化
一

而
、
夏
冬

鳴
二

不
易
論
皷
一

。
以
二

是
掟
一

為
二

将
来
規
矩
一

、
聊
不
レ

可 

レ

有
二

断
絶
一

者
也
。
故
自
新
可
始
結
二

名
席
一

而
、
備
二

于
出
世

階
級
之
亀
鏡
一
爾

云

。 

 

旹
宝
永
元
甲
申
歳
林
鐘
日 

 
 
 
 
 

当
山
第
八
世
阿
闍
梨
法
印
尊
昭
（
印
）（
印
） 

 

（
一
六
九
六
） 

（
一
七
〇
四
） 

（
六
月
） 

（
宥
真
） 

「結
衆
帳
序
」（『当
山
諸
由
緒
扣
』所
収
） 

  
 

結
衆
帳
序 

 
 
 

遠
州
宇
刈
郷
安
養
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
楽
寺 

夫
当
山
記
曰
創
建
者
行
基
菩
薩

〇

改
真
言
地
為
新 

義
常
法
談
所
乱
世
之
刻
失
其
功
或
時
事
或
時
看
守 

住
之
法
脉
紛
糾
星
霜
押
移
自〇 

東
照
君
御
朱
印
頂
戴
以
来
随 

再
住
僧
尊
堯

〇

随
醍
醐
報
恩
院
寛
僧
正
相
続
両
部
法
流 

特
天
下
国
家
精
誠
繁
多
也
于
時
元
禄
九
歳
庚
申
春
江
府 

四
院
内
前
真
福
性
遍
和
尚
召
当
寺
及
鎌
田
山
金
剛
院
ニ

被 

定
当
国
之
両
談
林
依
茲
勧
両
山
之
衆
徒
門
末
等
列
二 

九
所
化
鳴
夏
冬
不
易
論
皷
以
祈 

台
寿
御
願
定
為 

万
歳
勤
是
以
自
新
可
初
結
其
名
為
世
階
汲
之
亀
鏡 

者
也 

旹
宝
永
元
甲
申
林
鐘
日 

雖
中
古 

密
場 

出 

（
一
六
九
六
） 

（
一
七
〇
四
） 

〻 

〻 

〔
カ
〕 

〻 

飛
錫
〵 

〇 

（
六
月
） 

僧 

再 

『新可結衆牒』表紙（右写真）と「新可結衆牒序」冒頭（左写真） 角筆で罫線を引き、端正な字で記している。 

「結衆牒序」（『当山諸由緒扣』） 



 

謎
が
多
い
西
楽
寺
歴
代
住
職 

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
三
月
、
西
楽
寺
十
七
世
住
職
宥

海
（
宥
歓
）
は
、
江
戸
四
ヶ
寺
の
真
福
寺
に
、
西
楽
寺
の
歴
代

住
職
一
覧
を
提
出
し
ま
し
た
（
重
要
参
考
史
料
１
、
２
）。 

し
か
し
、
宥
海
の
調
査
で
は
、
住
職
就
任
年
月
日
な
ど
に

不
明
部
分
が
多
か
っ
た
た
め
、
宥
海
の
死
後
、
西
楽
寺
十
八

世
住
職
栄
岳
が
、
宥
海
の
調
査
を
基
に
、
真
福
寺
に
あ
る
古

文
書
な
ど
も
参
照
し
て
、
い
く
つ
か
の
西
楽
寺
歴
代
住
職
調

査
ノ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
（
参
考
文
献
３
、
４
）。 

古
文
書
か
ら
考
証
し
た
た
め
、
資
料
ご
と
に
異
同
が
あ
り
、

住
職
就
任
年
月
日
に
も
、
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
、
精
力
的
か
つ
詳
細
な
調
査
で
す
。 

さ
て
、
宥
海
、
栄
岳
の
歴
代
住
職
調
査
で
す
が
、
興
味
深

い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

【
重
要
参
考
史
料
】
の
史
料
名
を
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
一

目
瞭
然
で
す
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
を
区
切
り
と
し

て
、
西
楽
寺
歴
代
住
職
を
数
え
て
い
る
の
で
す
。 

特
に
栄
岳
の
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
五
月
『
住
職
実

名
年
月
取
調
書
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
五
四
）
を
見
る
と
、「
享

禄
元
（
一
五
二
八
）
以
来
安
養
密
山
西
楽
寺
世
代
」
と
し
て
、 
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西
楽
寺
の
歴
代
住
職
調
査
に
見
る
近
世
西
楽
寺 

近
世
西
楽
寺
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
が
画
期
？ 

第
一
世
快
禅
、
第
二
世
禅
栄
、
第
三
世
幸
遍
、
第
四
世
尊
栄
の
四
人

を
挙
げ
、
そ
の
後
、「
慶
長
五
年
以
来
安
養
山
西
楽
寺
世
代
」
と

し
て
、
第
一
世
宥
宝
、
第
二
世
宥
識
…
…
と
数
え
て
い
ま
す

（
こ
の
後
は
書
き
込
み
が
多
く
混
乱
あ
り
）。 

 

近
世
西
楽
寺
は
、
宥
宝
（
住
職
就
任
年
月
日
不
明
）
か
ら

つ
な
が
っ
た
も
の
、
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
「
で
は
い
つ
か

ら
？
」
と
い
う
時
間
的
感
覚
と
し
て
は
、
目
安
と
し
て
、
慶

長
五
年
以
降
が
近
世
西
楽
寺
だ
、
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
慶
長
五
年
と
い
う
と
、
や
は
り
関
ケ
原
の
戦
い
を
意
識

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
三
月
〔
慶
長
五
年
以
来
西
楽
代
〻
之
住

持
実
名
等
左
ニ
奉
申
上
候
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
四
一
） 

２
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
三
月
『
当
寺
住
職
中
死
去
或
隠
居
又
ハ

御
仕
置
有
無
書
上
扣
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
四
二
） 

３
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
一
月
『
西
楽
寺
世
代
慶
長
五
年
以

来
住
職
人
躰
実
名
等
相
改
上
奉
申
上
候
控
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
五

三
） 

４
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
五
月
『
住
職
実
名
年
月
取
調
書
』（
西

楽
寺
文
書
近
世
五
四
） 

『住職実名年月取調書』（西楽寺文書近世 54）表紙（右写真）と冒頭（左写真） 

ちなみに、他の諸史料も参照すると、慶長５年以前の住職４人は、全員ではなく、

史料で名前が確認できた人物のみ記したらしい。 


